
　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、平
成
23
年
度
に
、

庁
内
検
討
委
員
会
で
本
町
の
地
域
特

性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
推
計
な

ど
の
基
礎
調
査
を
行
い
、
さ
ら
に
平

成
24
年
度
に
は
専
門
委
員
会
が
、
基

礎
調
査
の
検
証
と
専
門
的
見
地
か
ら

提
言
書
を
取
り
ま
と
め
町
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
25
年
度
に
は
策
定

委
員
会
が
最
終
的
に
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
を
取
り
ま
と

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の
普

及
を
進
め
、
自
動
車
の
使
用
を
見
直

し
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
や
水
素
を
利
用
し
た
燃
料
電
池
な

ど
、
高
効
率
機
器
や
高
度
利
用
技
術

の
積
極
的
な
導
入
を
促
し
て
い
き
ま

す
。
同
時
に
、発
電
モ
ニ
タ
ー
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
見
え
る
化
を

進
め
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入
す
る
「
創
エ
ネ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
今
年
度
中
に
旧
地
域
下
水

処
理
場
内
に
設
置
予
定
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
や
、
平
成
26
年
４
月
に

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
、
今
後
も
積

極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

め
、
平
成
26
年
３
月
に
町
長
に
提
言

し
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
の
提
言
内

容
を
尊
重
し
て
最
終
調
整
を
行
い
、

議
会
へ
の
説
明
を
経
て
、
平
成
26
年

７
月
に
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
。

地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
導
入

や
、
山
林
の
間
伐
材
な
ど
を
燃
料
と

し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
三
つ
目
は
、
教
育
や
学
習

に
よ
り
意
識
啓
発
す
る
「
ま
ち
エ

ネ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
多
く
の

世
代
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
素

削
減
活
動
な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

す
る
「
は
と
や
ま
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
」の
導
入
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、
地
域
全
体
で
協
働
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

え
、
枯
渇
の
心
配
が
な
い
太
陽
光
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す

る
な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
い

く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
日
々
多
く
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
、
枯こ

渇か
つ

が
心

配
さ
れ
る
石
油
な
ど
の
化
石
資
源
に

大
き
く
依
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
過
程
で

は
、
多
く
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生

し
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
地
球
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会

へ
の
移
行
と
、
災
害
に
備
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、「
鳩
山
町
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
抑

　

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
目
指
す
将
来
像
を
「
循
環
型
で

低
炭
素
な
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
」

を
目
標
と
し
、
平
成
22
年
の
積
算
値

を
基
準
値
と
し
て
、
平
成
32
年
に
５

㌫
、
平
成
42
年
に
20
㌫
、
平
成
52
年

に
30
㌫
削
減
す
る
よ
う
、
大
き
く
３

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

　

一
つ
目
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
「
省
エ
ネ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や

鳩山町地域エネルギー
　　　　　ビジョンを策定

　町では、これまでの化石エネルギーに依存する社
会から、地域資源を活かしたエネルギーの地産地消
により、地球にやさしい循環型社会への移行と、災
害に備えたまちづくりを目指し、鳩山町地域エネル
ギービジョンを平成 26年７月に策定しました。
　本ビジョンは、エネルギー問題と環境問題への意
識を高め、地域全体で協働して取り組んでいくため
の指針となります。

鳩山町地域エネルギービジョンの策定経緯

平成 23 年 ７月 

平成 24 年 ３月 

６月

10 月～　

平成 25 年３月

８月

10 月～

平成 26 年３月

４月
５月

地域エネルギービジョン庁内
検討委員会設置
地域エネルギービジョン庁内
検討委員会（全１回）
地域エネルギービジョン専門
委員会設置
地域エネルギービジョン専門
委員会（全４回）
専門委員会が「地域エネルギー
ビジョン策定に向けた提言書」
を町長へ提出
  地域エネルギービジョン策定
委員会設置
 地域エネルギービジョン策定
委員会（全５回）
「地域エネルギービジョン
（案）」を町長に提言
総合計画推進本部会議で検討
議員全員協議会で説明

※地域エネルギービジョン庁内検討委員会における推計値
※  MWh＝メガワットアワーの意で、１MWh＝ 1,000kWh（キロワットアワー）。GJ ＝ギガジュールの意で、仕事量、
熱量および電力量の単位で、ジュールの 109倍。k㎥＝キロ立法メートル、t＝トン、kℓ＝キロリットル。
　ｔ－CO　２＝二酸化炭素トンの意で、炭素と酸素を含めた重量。

※ 「鳩山町地域エネルギービジョン」は、町ホー
ムページでご覧いただけます。

■問合せ：役場政策財政課　政策推進担当
☎ 296－1212

プロジェクトの施策体系

地域エネルギービジョンの目標
『二酸化炭素（CO　２）排出量の削減』

＜目標値（基準値＝平成22年積算値55,100t-CO　2 ）＞

１.「省エネ」プロジェクト

２.「創エネ」プロジェクト

３.「まちエネ」プロジェクト

（1）自動車の使用の見直し
（2）高効率機器や高度利用技術の導入
（3）エネルギー使用量の見える化

（1）太陽光発電
（2）太陽熱利用
（3）地中熱利用

（1）情報提供や学習機会の充実
（2）はとやまエコポイント制度の導入

鳩山町におけるエネルギーの消費量推計値（平成 22年）

平成 26年 4月に総合福祉センターへ導入した太陽熱を利用した浴室給湯システム

循
環
型
社
会
と
災
害
に

備
え
た
ま
ち
づ
く
り
へ

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

向
け
た
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
礎
調
査
に
加
え
専
門
的
、

多
角
的
な
意
見
を
反
映

電気 都市ガス ＬＰガス ガソリン 灯油 計

固有値 59,634MWh 1,370k㎥ 501t 11,179kℓ 944kℓ －

熱量換算値 214,681GJ 61,648GJ 25,160GJ 386,801GJ 32,727GJ 722,818GJ

熱量換算値割合 29.7% 8.6% 3.5% 53.7% 4.5% 100.0%

二酸化炭素排出量 22,303t-CO　２ 3,119t-CO　２ 1,504t-CO　２ 25,954t-CO　２ 2,220t-CO　２ 55,100t-CO　２

目標年次 基準値に対する削減率（目標値）

2020（平成32）年 5%（ 2,755t-CO　2）

2030（平成42）年 20%（11,020t-CO　2）

2040（平成52）年 30%（16,530t-CO　2）

生
活
ス
タ
イ
ル
を

　
　
　
　 

見
直
す

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　 

を
導
入
す
る

教
育
・
学
習
で

　 

意
識
啓
発
す
る

省
エ
ネ

創
エ
ネ

ま
ち
エ
ネ
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